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一般質問

とだ議会だより 155 号

設計業者　　　
入札参加成績評価
設計業者に対し
入札参加成績評価の実施を

「設計業務の成績評定を検討する」

馬場　栄一郎　議員労
働
基
準
法

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
冊
子
の
作
成

労
働
基
準
法
な
ど
を

　
説
明
し
た
冊
子
の
作
成
を

本
田 

　
哲

　
議
員

「
市
の
Ｈ
Ｐ
で
の
実
施
を
検
討
す
る
」

議
員
　
建
設
工
事
の
業
者

は
、
経
営
事
項
審
査
の
総
合

評
定
値
を
も
と
に
業
者
の
格

付
け
を
行
い
、
市
の
建
設
工

事
入
札
参
加
資
格
の
有
無
を

行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
設

計
業
務
は
、
入
札
参
加
資
格

審
査
の
成
績
評
定
を
行
っ
て

い
な
い
。
公
共
建
築
は
「
市

民
の
税
金
で
建
て
ら
れ
、
市

民
の
財
産
で
あ
る
」
と
い
う

観
点
の
も
と
、
最
も
経
済
的

で
優
れ
た
設
計
を
用
い
て
、

行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
設
計
業
務
が
大
変
重
要

な
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
設
計

業
者
の
成
績
評
定
を
行
い
、

設
計
業
者
の
選
定
の
参
考
に

す
べ
き
で
あ
る
。
今
後
、
設

計
委
託
の
成
績
評
定
を
行
う

考
え
が
あ
る
か
。

総
務
部
長

　現
在
は
成
績
評

定
を
行
っ
て
い
な
い
が
、
適

正
な
履
行
を
確
保
す
る
た
め
、

業
務
の
履
行
過
程
や
成
果
を

評
価
し
、
成
績
評
定
も
検
討

し
て
い
く
。

議
員
　
建
築
設
計
は
、
発
注

者
の
意
図
を
実
現
す
る
た
め
、

設
計
者
が
創
造
や
工
夫
を
凝

ら
す
も
の
で
、
成
果
物
が
あ

ら
か
じ
め
特
定
さ
れ
て
い
な

い
。
建
築
物
の
質
や
経
済
性

は
設
計
者
の
選
定
に
大
き
く

左
右
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

設
計
料
金
の
入
札
以
外
の
選

定
方
法
を
積
極
的
に
導
入
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長

　従
来
の
価
格
競

争
の
み
で
は
な
く
、
技
術
提

案
を
参
考
に
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
な
ど
様
々
な
選
定
方

法
を
検
討
し
て
い
く
。
な
お
、

平
成
20
年
度
か
ら
建
設
工
事

の
入
札
方
法
は
、
企
業
の
技

術
力
や
価
格
等
を
総
合
的
に

評
価
す
る
総
合
評
価
方
式
の

試
行
を
予
定
し
て
い
る
。

議
員
　
全
国
的

に
設
計
ミ
ス
が

多
発
し
て
い

る
。
設
計
と
い

う
成
果
物
の
品

質
を
保
つ
た

め
、
審
査
能
力

が
問
わ
れ
る
。

設
計
技
術
職
員

の
質
の
向
上
と

人
数
確
保
が
重

要
。
行
革
プ
ラ

ン
の
定
数
削
減
の
対
象
と
す

べ
き
で
は
な
い
。

▲建築過程では細心の検査が行われています

議
員
　
平
成
18
年
12
月
議
会

で
地
域
職
業
相
談
室
を
青
年

に
広
く
知
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
フ

※

ラ
イ
ヤ
ー
の
作
成
を
要

望
し
た
。
そ
の
後
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る

か
。

市
民
生
活
部
長

　現
在
、
Ｊ

Ｒ
３
駅
、
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー

ド
店
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
バ
ー
、

居
酒
屋
な
ど
、
若
者
が
多
く

利
用
す
る
と
思
わ
れ
る
市
内

50
ヵ
所
に
置
い
て
い
る
。

議
員
　
今
後
の
取
り
組
み

は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

市
民
生
活
部
長

　さ
ら
に
フ

ラ
イ
ヤ
ー
を
置
い
て
も
ら
え

る
店
舗
を
開
拓
し
、
職
業
相

談
室
が
身
近
な
相
談
室
と
し

て
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う

創
意
工
夫
し
て
い
く
。

議
員
　
今
、
青
年
や
女
性
は

働
く
人
の
２
人
に
１
人
が
非

正
規
と
い

う
状
況
。

青
年
た
ち

に
働
く
こ

と
で
の
権

利
を
知
っ

て
も
ら
う

よ
う
労
働

基
準
法
な

ど
を
盛
り

を
講
じ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
②
資
格
証
明
書
の
発
行

は
、
市
独
自
で
対
応
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
③
国
・
県
に

補
助
率
の
引
き
上
げ
を
引
き

続
き
要
請
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

福
祉
部
長

　①
現
段
階
で

は
、
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
に
準
じ
た
考
え

に
よ
り
実
施
す
る
。
②
高
齢

者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る

法
律
に
準
じ
た
考
え
に
基
づ

き
対
応
す
る
。
③
県
市
長
会

を
通
じ
て
対
応
す
る
。

込
ん
だ
、
青
年
向
け
「
労
働

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し

普
及
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
。

市
民
生
活
部
長

　冊
子
で
は

な
く
、
最
新
の
情
報
を
提
供

で
き
る
よ
う
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
実
施
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

議
員
　
①
保
険
料
の
負
担
増

を
抑
え
る
た
め
の
軽
減
措
置

▲戸田公園駅に置いてある
    フライヤー

※フライヤー……Ａ６版などの小さなビラ、チラシ。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

…
保
険
料
の
軽
減
措
置
を
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「全国瞬時警報システム」　
　　　　　　　早期導入　
「全国瞬時警報システム」　
　　　　　　の早期導入を

三浦　芳一　議員

「平成21年度以降の導入を計画」

議
員
　
小
中
学
校
の
防
災
教

育
の
現
状
を
伺
う
。

教
育
部
長

　理
科
や
社
会
、

学
級
活
動
な
ど
の
授
業
や
防

災
訓
練
を
通
し
て
学
習
し
て

い
る
。
教
材
は
、
戸
田
市
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
記
録
映
像
、
緊
急

地
震
速
報
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な

ど
を
活
用
し
て
い
る
。

議
員
　
実
践
的
な
防
災
訓
練

が
大
事
だ
が
、
地
域
防
災
力

強
化
の
観
点
か
ら
、
企
業
や

団
体
な
ど
と
の
連
携
、
協
力

関
係
を
ど
う
考
え
る
か
。

総
務
部
長

　災
害
時
に
お
け

る
企
業
・
団
体
が
保
有
す
る

資
機
材
及
び
人
材
は
、
重
要

な
戦
力
と
考
え
て
い
る
。
今

後
は
、
企
業
・
団
体
の
方
々

の
防
災
訓
練
へ
の
参
加
や
地

域
と
の
連
携
が
と
れ
る
訓
練

の
実
施
を
考
え
て
い
く
。

議
員
　
国
や
地
方
自
治
体
は
、

武
力
攻
撃
が
予
想
さ
れ
る
際

に
、
住
民
に
警
報
を
出
す
こ

と
が
定
め
ら
れ
た
。
情
報
を

発
信
し
て
か
ら
、
秒
単
位
で

警
報
を
出
せ
る
シ

ス
テ
ム
が
必
要
と

な
る
。
こ
れ
に
災

害
情
報
も
合
わ
せ

て
送
信
す
る
体
制

を
整
え
た
の
が
「
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
」
で
あ
る
。

本
市
と
し
て
早
期

の
導
入
の
考
え
は

ど
う
か
。

総
務
部
長

　本
市

の
防
災
行
政
無
線

シ
ス
テ
ム
が
現
在
ア
ナ
ロ
グ

対
応
の
た
め
、
平
成
21
年
度

以
降
に
は
デ
ジ
タ
ル
化
す
る

予
定
で
計
画
し
て
い
る
。

議
員
　
来
店
者
帰
宅
経
路
を

川
口
方
面
へ
要
請
で
き
な
い

か
。

市
民
生
活
部
長

　基
本
的
に

通
学
路
や
学
校
の
近
く
は
ル

ー
ト
か
ら
外
す
こ
と
や
、
大

型
車
交
通
規
制
、
押
し
ボ
タ

ン
式
信
号
機
の
設
置
な
ど
要

望
し
た
。
県
の
審
議
会
の
結

果
を
見
て
、
必
要
な
対
応
を

し
て
い
き
た
い
。

２
５
０
㍍
先
の
信
号
が
あ
る

交
差
点
ま
で
。
21
年
度
は
、

市
役
所
南
通
り
の
戸
田
駅
西

口
交
差
点
ま
で
を
予
定
。「
芦

原
上
原
線(

旧
全
農
通
り)

」

は
、
20
年
度
に
中
央
通
り
氷

川
町
交
差
点
か
ら
北
へ
約
２

５
０
㍍
の
新
曽
福
祉
セ
ン
タ

ー
西
交
差
点
ま
で
の
区
間
に

本
管
と
汚
水
ま
す
を
整
備
す

議
員
　
新
曽
中
央
地
区
の

下
水
道
整
備
計
画
は
。

都
市
整
備
部
長

　平
成
20

年
度
か
ら
「
前
谷
馬
場
線
」

に
下
水
道
本
管
工
事
を
予

定
。
箇
所
は
、
中
央
通
り
二

枚
橋
交
差
点
か
ら
北
へ
約

新
曽
中
央
地
区

　
　
下
水
道
整
備

　
　
　
　

新
曽
中
央
地
区
の

　
　
下
水
道
整
備
を
早
期
に

榎
本

　
守
明
　議
員

「
一
部
区
域
を
整
備
す
る
」

る
。

議
員
　
観
音
寺
北
側
道
路

(

市
道
７
０
６
８
号
線)

の
下
水
道
整
備
は
ど
う

か
。

都
市
整
備
部
長

　新
曽

中
央
地
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
を
中
心
に
、
地

域
の
皆
様
と
合
意
形
成

を
図
り
な
が
ら
、
整
備

の
あ
り
方
を
ま
と
め
、

事
業
化
を
図
っ
て
い
く
。

議
員
　
雨
水
整
備
の
計

画
は
、
新
曽
第
一
及
び
第
二

土
地
区
画
整
理
区
域
は
含
む

の
か
。

都
市
整
備
部
長

　雨
水
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
新
曽
第
一

区
画
整
理
の
中
で
ボ

※

ッ
ク
ス

カ
ル
バ
ー
ト
や
道
路
側
溝
を

敷
設
し
て
い
る
。
そ
の
整
備

終
了
後
に
下
水
道
課
へ
移
管

し
、
雨
水
施
設
と
し
て
管
理

し
て
い
く
。

▲建設が進む（仮称）ララガーデン

議
員
　
今
後
、
住
宅
用
警
報

器
を
普
及
さ
せ
る
中
で
心
配

し
て
い
る
の
は
、
悪
質
な
訪

問
販
売
で
あ
る
。
市
民
に
対

し
ど
の
よ
う
に
注
意
を
呼
び

か
け
て
い
る
の
か
。

消
防
長

　直
接
の
説
明
機
会

の
ほ
か
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

チ
ラ
シ
に
も
、
悪
質
な
訪
問

販
売
に
対
す
る
注
意
事
項
を

掲
載
し
注
意
を
促
し
て
い

る
。
ま
た
、
町
会
や
マ
ン
シ

ョ
ン
等
の
消
防
訓
練
時
に

は
、
訓
練
講
評
と
合
わ
せ
て

注
意
を
お
願
い
し
て
い
る
。

※ボックスカルバート……コンクリート製の管で、主に水路、共同溝、地下道、橋梁、立坑等に採用されています。

（
仮
称
）
ラ
ラ
ガ
ー
デ
ン

周
辺
道
路
の
安
全
対
策

悪
質
な
住
宅
用
火
災
警

報
器
へ
の
販
売
対
策
は

▲区画整理地内で進む下水道工事


